
２月３日の節分、塩山愛育園は甲州中
央防災広場“塩むすび”で豆まきを行
いました。鬼が登場するとあまりの怖
さに大泣きする園児も。最後は鬼を退
治し、新しい春を無事に迎える喜びを
感じました。

泣
く
子
が
育
つ 3

２０１６甲州市広報

豊かな自然　歴史と文化に彩られた　果樹園交流のまち　甲州市
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男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
職
場
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
の
社
会
に
は
、
子
育
て
、
介
護
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

そ
の
変
化
、
進
展
す
る
社
会
に
対
処
し
て
い
く
た
め

に
は
、
男
性
・
女
性
が
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や

視
点
を
尊
重
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参

画
な
の
で
す
。

男
み ん な

女で環
わ

になり
笑顔の甲州市

６月の推進月間に事業所を訪問。働
く方々との意見交換を行うなど、男
女共同参画の推進を図りました。

男女共同参画の推進活動をしていただく「甲州市男女共同参画推進委員」を公募します。
■資　格　１８歳以上の市内在住者（４月１日現在）　■人　員　１０名程度
■任　期　２年（委嘱の日から平成３０年 3月まで）　■締切日　3月 18日（金）
■申込み　申込書（本庁舎及び各支所に常置）に必要事項を記入し応募してください。
◆お問い合わせ先　甲州市男女共同参画推進委員会　事務局（市民課内）☎３２‐５５８３

こどもフェスタでは、地域ぐるみで
子育てを支援することの一環として
おもちゃの交換会を開きました。

男性の家事への参画のきっかけづく
りとして料理講座を開催。楽しく料
理の基本も学びました。

６月の推進月間に併せて、市内のＪ
Ｒ３駅で、男女共同参画への理解を
呼びかけるＰＲ活動を行いました。
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第９回
男女で環になり笑顔のフォーラム 2016

男
みんな

女が輝くまちづくり
３月 19 日（土）

この未曾有の大震災の経験を語り
続けることが、私の使命です。
震災時に宮城県石巻市にて大津波を経験。あの時にどう行
動し、女性の目線から何を感じてきたのか、そしていま何
を想い、山梨に住む私たちに何を伝えたいと考えているの
かお話しいただきます。

防災のプロになる必要はありません。
素人だからこそ、気づくことがあるはず
です。
私たちができることを考え始めましょう。
学生時代からワークショップを開催、地域の活性化の市民
参加型ワークショップや対話の場づくり、起業家の育成や
市民参加型の事業づくりのコンサルタントもされています。
今回はファシリテーターとして、ワークショップを開催し
ていただきます。

語り部
奥田 香世さん

宮城県石巻市出身 / 笛吹市在住

ファシリテーター
小笠原 祐司さん

NPO 法人 bond place 代表

◆お問い合わせ先　甲州市男女共同参画推進委員会　事務局（市民課内）☎３２‐５５８３

「女性の視点から見た東日本大震災」

「今こそ災害のことを語り合おう」

入場無料

※託児サービスあり
♪対　　象　３歳から未就学児　　※３月１１日（金）までにお申し込みください。

甲州市女性団体連絡協議会では、当日、会場入口で福祉施設に寄託する
古衣料・古切手・エコキャップの回収を行います。（詳細は、本誌 20 ページ参照）
♪受付時間　午前１１時～午後３時
※古衣料はリユースするため、ネームの入ったものやスーツ、制服、ジャージ、下着などは回収できません。

午後１時 30 分～
※開場 午後１時～
甲州市民文化会館

演題

ワーク
ショップ
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そ
の
電
話

信
じ
ま
す
か
？

「
電
話
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
る
の
が
悪
い
」
っ
て
思
っ
た
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
か
。
近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
電
話
詐
欺
の
ニ
ュ
ー

ス
が
報
道
さ
れ
る
ほ
ど
、
全
国
各
地
で
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
被
害
が
相
次
ぐ
の
か
。
今
後
も
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
「
電
話
詐
欺
」
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、
日
下
部
警
察

署
か
ら
電
話
詐
欺
の
特
徴
を
お
伝
え
し
ま
す
。

昨
年
の
被
害
数
は
86
件
：
：

　

�

昨
年
中
、
山
梨
県
内
に
お
け
る

電
話
詐
欺
の
被
害
認
知
件
数
は

86
件
で
、
被
害
総
額
は
２
億
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
電
話
詐
欺
の
存
在
を
知

っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
詐

欺
に
遭
っ
て
い
る
被
害
者
が
多

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

�

こ
の
状
況
は
、
極
め
て
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

電
話
詐
欺
の
主
な
手
口
：
：

市
役
所
職
員
な
ど
を

装
っ
た
還
付
金
詐
欺

市
役
所
職
員
な
ど
を
装
っ
て
電

話
を
か
け
、
還
付
金
が
あ
る
と

言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、
預

金
が
あ
る
口
座
か
ら
犯
人
の
口

座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
も

の
で
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

�

息
子
や
孫
な
ど
を
装
っ
た
電
話

詐
欺
で
、
最
も
被
害
が
多
い
で

す
。「
風
邪
を
ひ
い
た
」「
携
帯

電
話
を
な
く
し
た
」
な
ど
の
予

兆
電
話
を
か
け
て
き
た
後
に
、

他
人
に
は
相
談
し
に
く
い
こ
と

で
、
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ

た
と
話
を
持
ち
か
け
、
振
り
込

ま
せ
た
り
代
理
の
者
に
渡
す
よ

う
に
指
示
し
ま
す
。

・過去３年間の被害件数など・
平成 25 年

55 件／ 230,819,062 円

平成 26 年
72 件／ 250,880,971 円

平成 27 年
86 件／ 226,538,309 円

警察ではポスターやス
テッカーなどで被害防
止呼びかけています。

各
地
で
相
次
ぐ

電
話
詐
欺
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３
１

４
２

警察署長が語る
電話詐欺の対策
まずは相談！
地域全体で電話詐欺を退治する
オレオレ詐欺や還付金詐欺等の『電話詐欺』の被害は、
全国各地で相次いでいます。
特に、高齢者の方の被害が非常に多く、１日あたり
１億円をはるかに超える被害が出ています。
地域の皆さんとお話しすると、「私は絶対にだまされ
ない。」と話される方がほとんどです。ですが、実際
に電話がかかってくるとだまされてしまうのがこの
『電話詐欺』です。
特徴としては、電話で息子さんやお孫さんを名乗り、
「会社でお金をなくしてしまった」などと、他人に相
談しにくいことを言って動揺・困惑させたり、市職
員を名乗って「還付金がある」と甘い言葉を用いた
りと心の隙を突いてきます。
このほか、マインバー制度等社会情勢を反映して言
葉巧みにだましの電話をかけてきます。
信じることは大切ですが、お金の話は「それ本当？」
と疑問を持つことで未然に防ぐことができます。
被害に遭わないためには、冷静に考えてみる。そして、
家族や警察などへ相談することが最も効果的です。
今後も、最新の手口などを市民の皆さんにお伝えし
てまいりますので、地域全体で『電話詐欺』の被害
をなくしていきましょう。

日下部警察署 署長　㓛刀 康友

警察へ電話家族に
相談

「緊張感」を持とう
「自分は騙されないから大丈夫」と思って
いる方も多いのではないでしょうか？詐
欺が疑われる事態になっても、自分なり
の対応を想定しておくことが大切です。

家族で「合い言葉」を決めよう
家族と定期的に連絡を取り合って、家族
しか知らない合い言葉を決めておきま
しょう。
・私の好きな食べ物は？
・家で飼っている犬の名前は？

電話でお金の話をしない
お子さんやお孫さんと電話でお金の話を
しないと決めておきましょう

家族に相談しよう
お金を「振り込む」「送る」「手渡す」前に、
必ず家族の誰かに相談しましょう。また、
電話番号が変わったと言われても、変わ
る前の電話にかけてみましょう

４つの対策キーワード
不審な電話はすぐに１１０番 日下部警察署 ☎ 22-0110
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３月～４月上旬　ある～くイベント情報

勝沼氏館跡、小佐手小路
泉勝院を巡るフットパス
☆日　時　3月5日（土）
　　　　　午前９時～
■コース　勝沼町勝沼地内
■集　合　勝沼氏館跡駐車場
■定　員　３０名（当日参加可能）
■参加料　５００円
◆問合先
　�甲州市観光ボランティアガイドの
会☎０９０‐８８９１‐３９１５

　基礎から学ぶ
　　　　　ウォーキング教室
☆日　時
＊第３回
　3月5日（土）※小雨決行
　午後１時１５分～３時３０分
＊第４回
　4月9日（土）※小雨決行
　午前９時１５分～１１時３０分
■コース　勝沼コース
　　　　　（２ｋ・４kから選択）
■集　合　勝沼市民会館
■内　容　正しい歩き方、疲れを
　　　　　残さないストレッチ等
■定　員　５０名
■対　象　甲州市民の方
※事前にお申し込みください。
※�足腰に痛みのない方、治療中の
方は主治医に相談して参加して
ください。
■持ち物　�歩きやすい服装、靴、

リュック、カッパ、飲
み物、タオルなど

◆問合先　健康増進課
　　　　　☎３２‐５０１４

ざぜん草と四ッ石を巡る
フットパス
☆日　時　3月12日（土）
　　　　　午前９時～
■コース　塩山平沢・福生里地内
■集　合　ざぜん草公園
■定　員　２０名
■参加料　６００円
◆問合先
　玉宮フットパスの会（樋口）
　☎０９０‐５４９７‐６８９０

第６回
上条集落見学会
☆日　時　3月27日（日）
　　　　　午前１０時～
■コース　塩山下小田原上条集落
■集　合　福蔵院駐車場
■参加料　無料
◆問合先　文化財課
　　　　　☎３２‐５０７６

甲州市では、楽しく歩いてまちの魅
力を再発見しようと「ある～くこう
しゅう」を推進しています。歩くこ
とは、健康増進にもつながります。
また、新しい友達にも出会えますの
で、お気軽にご参加ください。

甲州市教育委員会では、甲州市の歴史を
知っていただくため、歴史的風致散策を開
催しています。
２月２１日に開いた歴史的風致散策では、
立正寺、万福寺など、勝沼町休息地区・等々
力地区を中心に巡りました。

あ る ～ く
こ う し ゅ う

かつぬま朝市まち案内処開設
フットパス・ガイドツアー
☆日　時　3月6日（日）
　　　　　午前１０時～
■コース　勝沼町勝沼地内
■定　員　２０名（当日参加可能）
■参加料　３００円
◆問合先　勝沼フットパスの会
　　　　　☎３９‐８９１５
※勝沼フットパスHPから申込み可能

今月のある～く 1 枚
勝沼の歴史的風致散策
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団地名 棟名称 建設年度 間取り 家賃（円 / 月）

上塩後住宅
塩山上塩後 1279

K ６ 昭和 53年 ３Ｋ 13,500 ～ 20,100 円
K ８ 昭和 52年 ３Ｋ 11,700 ～ 17,400 円
K ９ 昭和 51年 ３Ｋ 11,500 ～ 17,100 円
K １１ 昭和 49年 ３Ｋ 10,800 ～ 16,000 円

西の原団地
大和町日影 248 他

槿（むくげ） 平成 ３年 ４Ｋ 13,300 ～ 19,800 円
楢（なら） 平成 ３年 ４Ｋ 13,300 ～ 19,800 円

胡桃（くるみ） 平成 10年 ２ＬＤＫ 17,000 ～ 25,300 円
かえで 平成 17年 ２ＬＤＫ 18,800 ～ 28,000 円

団地名 棟名称 建設年度 間取り 家賃（円 / 月）

上塩後住宅
塩山上塩後 1279

K １ 平成 14年 ２ＬＤＫ 75,500 円

久保平団地
大和町初鹿野

1749-3
― 平成 ５年 ３ＬＤＫ 80,000 円

団地名 建設年度 間取り 家賃（円 / 月）

松里住宅
塩山藤木 14-2

平成 ５年 ３ＤＫ 40,450 円
駐車料：1台につき 3,000 円

赤尾住宅
塩山赤尾 1146

昭和 48年 ２Ｋ
21,300 円

駐車場：民間を個人で契約　

勝沼住宅
勝沼町勝沼 1044-2

昭和 58年 ３ＤＫ 33,900 円
駐車料：1台につき 3,000 円

市営住宅
特定公共賃貸住宅
定住促進住宅

甲州市の公営住宅では、現在空
き部屋があり、入居の申し込み
を受け付けています。
各住宅ごとに入居資格や収入基
準などの条件がありますので、
詳しくは、建設課住宅・建築担
当までお問い合わせください。

現在募集している住宅（平成 28 年 2 月 1 日現在）　

＊市営住宅＊

＊特定公共賃貸住宅＊

＊定住促進住宅＊

※各住宅共、家賃のほか、敷金・自治会費等の費用がかかります。

◆お問い合わせ先
　建設課
　住宅・建築担当
　☎３２‐５０７１

上塩後住宅 西の原団地 定住促進住宅 勝沼住宅

入居者募集
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　市国保総医療費の中で、一番医療費がかかっている疾患は高血圧や心疾患、脳血管疾患等の
「循環器系の疾患」ですが、男女別でみると下の表のような違いがありました。

女性は関節症や骨粗鬆症等の筋骨格系疾患で医療費がかかっている
　女性は関節症や骨粗鬆症等の「筋骨格系の疾患」の患者数も多く一番医療費がかかっていることが分かりまし
た。女性は男性に比べ筋肉が少ないため、筋力の低下から日常生活に支障をきたし、介護保険の利用に繋がる方
が多いことが分かっています。女性には生活習慣病予防に加え、筋力低下を予防する健康づくりが、健康寿命の
延伸に重要です。

女性はロコモティブシンドロームにご注意！
　個人差はありますが、人間の筋肉量は４０歳を境に徐々に減少し始め、加齢とともに減少は加速していきます。
ロコモティブシンドローム（ロコモ）は加齢によって筋肉・骨・関節等の運動器に支障をきたし日常生活が困難
になったり寝たきりになったりする現象を指します。ロコモ予防には運動とバランスの良い食事が大切です。
　手軽に始められる運動として、ウォーキングがありますが、ただ歩くだけでなく、「腕を大きく振る」「歩く速
度に変化をつける」「時々大股歩きを入れる」、またコースに坂道や階段を含めると筋肉増強にとても効果的です。

あなたは大丈夫？筋力をチェックしてみましょう

女性の健康づくりを考えよう
～毎年３月１日～８日は女性の健康週間です～

国保いきいきライフ通信

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

医療費が多い疾患順位
女性 男性

1位 関節症や骨粗鬆症等の筋骨格系の疾患 高血圧や心疾患等の循環器系の疾患
2位 新生物 新生物
3位 高血圧や心疾患等の循環器系の疾患 糖尿病や脂質異常症等の内分泌代謝疾患
4位 糖尿病や脂質異常症等の内分泌代謝疾患 精神及び行動障害
5位 精神及び行動障害 胃や腸の消化器系の疾患

動くことが楽しくなるようにと作成してみました
　「甲州街道ウォーキング記録表」をご利用ください
　この記録表は、旧甲州街
道全長２００ｋｍを「歩数」
または「歩いた時間」を計
り、完歩を目指します。
　１日８０００歩を歩くと
３９日間楽しめます。
　「甲州街道ウォーキング
記録表」は国保年金課にご
用意しています。

チェックがついた方は、健康づくりを始めましょう！

□ 片足立ちで靴下が履けない □ 片足で１分間立てない □ 歩く速度が極端に遅くなった
　 または、歩幅が狭くなった

平成２７年１２月の医療費
医療費全体	 ３億１，３１６万円
（前年同月比	 ＋７，２７６万円）
１人当たり医療費	 ３０，３８６円
（前月同月比	 ＋１,７４５円）
［国保連　診療報酬請求額基準］
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介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

が
増
え
る
中
、
そ
れ
に
と
も
な

い
介
護
者
も
増
え
、「
介
護
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
」「
毎
日
の
介
護

で
心
身
共
に
疲
れ
て
い
る
」
そ

う
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
介
護
ス

ト
レ
ス
の
原
因
に
は
周
囲
の
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
孤

立
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ご
紹
介
す
る
の
が

介
護
者
の
会
「
四
つ
葉
の
会
」

で
す
。
こ
の「
四
つ
葉
の
会
」は
、

ご
家
族
を
介
護
す
る

中
で
困
っ
た
事
や
、

悩
み
を
１
人
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、
介
護
者
同

士
が
集
ま
り
、
悩
み

を
打
ち
明
け
た
り
、

経
験
者
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
き
な
が

ら
気
持
ち
を
休
め
た

り
、
情
報
交
換
が
で

き
る
会
で
す
。

　
特
に
、
介
護
者
の

会
の
良
い
所
は
、
同

じ
立
場
の
方
同
士
が

想
い
を
共
有
で
き
る

こ
と
で
す
。
気
持
ち

を
分
か
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
は
介
護
を
し
て
い
く
う

え
で
大
切
な
事
で
す
。

　
「
四
つ
葉
の
会
」
は
、
月
に
１

回
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
話
を
し
た
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
内
容
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
期
日
は
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

高齢者の助っ人 介護をしている方同士が支えあう介護者の会「四つ葉の会」
地域包括支援センターです‼

つどいの広場
♪みんなで楽しく遊ぼう♪
　甲州市では、すくすく学級（育児学級）の
合間に、対象のお母さんとお子さんが集まり、
手遊びや絵本の読み聞かせを行う「つどいの
広場」を開催しています。
　つどいの広場は、１クール３回のプログラ
ムです。自己紹介やフリートークの時間も設
け、日頃の育児で大変なことや、不安に感じ
ていることを共有したり、新しい発見もあり、
お母さん同士の交流の場となっています。
　参加の予約等はありませんので、どの回か
らでも気軽にご参加ください。

◇１回目：手遊び・童謡
◇２回目：絵本の読み聞かせ、わらべ歌、
　　　　　支援センター等の紹介
◇３回目：手遊び・童謡
＊日　程：すくすくカレンダー、広報で
　　　　　ご確認ください。
＊時　間：１０：３０ ～
＊場　所：塩山保健福祉センター
＊持ち物：バスタオル、おむつセット

◆お問い合わせ先
　健康増進課　☎３３ ‐ ７８１２

お茶を飲みながら気軽に相談し合う参加者の皆さん
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久保田由佳さん

「武田信玄公と時
代によって違う
お雛さまが展示
されていて、歴
史の情緒が感じ
られました。」

折田千晴さん
　　　唯　ちゃん
山田敏子さん

「たくさんのお雛さ
まが圧巻。吊るし
雛は繊細でかわい
いです。すごくいい
思い出になりまし
た。」

i n t e r
v i e w

２月１１日～４月１８日まで、甲州市えんざん桃源
郷「ひな飾りと桃の花まつり」が市内１１箇所で開
催されています。メイン会場の甘草屋敷では江戸か
ら昭和にかけての雛人形や全国でも珍しい和紙のつ
るし飾りなど約４０００点の麗しく高貴なお雛さま
が佇む空間はまるで平安絵巻さながらです。

ひな飾りと桃の花まつり

旧高野家住宅「甘草屋敷」

道の駅　甲斐大和 宮光園恵林寺　武田信玄公宝物館
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　２月２０日、甲州市生涯学習市民協議会は甲州
市民文化会館で、甲州市生涯学習推進大会を開催
しました。
　子どもたちからの提案では、中嶋真優さん（日
川高校）、荻原大晴さん（大和中学校）、雨宮未侑
さん（勝沼小学校）が「平和」についての発表を
行い、童謡フェスティバルでは、市内の地区公民館・
自治公民館から１４組が参加し、公民館活動とし
て合唱を披露をしました。
　また、土屋朱帆さんによる童謡コンサートでは
戦後７０年を童謡や叙情歌で振り返る曲目もあり、
訪れた皆さんは感慨深く聴き入っていました。

生涯学習推進大会
世代を超えてともに学びあう2.20

　２月１０日、大和ふるさと会館で、先の大戦に
で亡くなられた方々を追悼し、平和を祈念する甲
州市戦没者慰霊祭を開催しました。
　市内の遺族の方々をはじめ関係者が参列し、厳
粛な雰囲気のなか、黙とう、献花、献茶、献吟等
を行い、戦没者１４０５柱の御霊の冥福を祈りま
した。
　また、若者世代を代表し、松里中学校３年生の
樋田桜子さんが「一人ひとりの小さな思いと実践
が世界の平和につながると信じたい」と平和への
願いを訴え、参列した皆さんは、改めて平和の尊
さを感じました。

甲州市戦没者慰霊祭
平和の尊さを誓う2.10

　２月１９日から２１日の３日間、甲州市文化協
会は甲州市民文化会館で平成２７年度甲州市文化
協会文化祭を開催しました。
　この期間の市民文化会館は、絵画や書道、写真、
文芸など、館内それぞれに素晴らしい作品が展示
されました。
　また、２月２１日には、同会館ホールで芸能発
表が開かれ、民謡、舞踊、コーラスなどが披露さ
れました。
　それぞれに、文化協会の会員皆さんの日ごろの
成果が存分に披露され、期間中に訪れた多くの皆
さんに文化の魅力を伝えていました。

甲州市文化祭
文化の魅力を伝える

2.19‐2.21
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個
人
番
号
の
お
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

通
知
カ
ー
ド
や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
記
載
の
住
民
票
な
ど
の
お
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
、
市
役
所
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
出
先
な
ど
で
の
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
紛
失
や
、
盗
難
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
、
警
察
署
に
届
け

出
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

情 報
information

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の
手
続

き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
し)

、
転
居

届
（
市
内
で
の
引
越
し)

は
、
新
し
く
住
み

始
め
て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ

の
引
越
し
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か

ら
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
顔
写
真
付
の
み
）
の
裏
面
に
新
住
所
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。　

　

転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
、「
転
出
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な

い
と
住
所
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

 個人番号カードの交付
 市役所にお越しください

個人番号カードが出来上がったら・・・
①市から「交付通知書」を送付します。
②�次の書類を持参して、来庁してください。
○交付通知書
○マイナンバーの通知カード
○本人確認書類（２点）
○住基カード（お持ちの方のみ）

※ �15 歳未満の方や成年後見人の方も、原則、法定代理人の方ととも
に来庁していただく必要があります。また代理人による交付は、仕
事多忙などの理由では受け付けることができません。ご注意くださ
い。

※�代理人による交付は、申請者本人が　来庁出来ない事を証明する資
料（診断書、障害者手帳、施設等に入所していることを証明する資
料等）が必要です。

※�個人番号カードの申請が殺到しているため、交付までに時間をいた
だいております。余裕をもって来庁をお願いします。

◆お問い合わせ先　市民課　住民記録・戸籍担当
　　　　　　　　　☎３２‐２１１１（内１０２～１０５）

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

　
本
庁
舎　
　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

■
持
ち
物

　

�

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市

か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※�

な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）
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5 月 11 日～ 5 月 31 日
農振除外申出の受付を行います

農業振興地域の整備に関する法律（以下「農振法」
という。）に基づく農用地区域内の農地を宅地等
に利用したい場合には、農業委員会に農地転用申
請をする前に、農振法に基づく農振除外の許可が
必要となりますので、次のとおり申出の受付を行
います。
■事前相談
　�農振除外はすべての農地で出来るわけではあり
ません。除外できる可能性がある農地なのか事
前に産業振興課農地担当までご相談ください。
また、申出書作成には時間がかかりますので、
事前の相談はお早めにお願いします。書類の作
成が間に合わないと翌年までお待ちいただくこ
とになります。

■申出受付期間
　５月11日（水）～５月31日（火）
※提出先・・産業振興課　農地担当
　　　　　　（本庁舎２階１５番窓口）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　土曜日・日曜日・祝祭日を除く。
※受付期間を厳守してください。（期間終了後の
　受付はいたしません）
■対象の農地
　�具体的な計画（住宅建築等）があり、許可後１
年以内に転用申請するものについて、他に代
替する土地がなく、集団的農用地や農業振興
計画への支障が無い必要最小限の農地で概ね
１０, ０００㎡未満の申出を対象とします。

※除外は必要最小限ですので、計画に必要な面積
　を算出してください。

■申出書類
　�申出書は産業振興課（本庁舎２階１５番窓口）
に用意してあります。また、甲州市のホームペー
ジからダウンロードもできます。（word 形式）
■注意事項
◦既に除外されている農地を所有している場合は
そちらの土地を使用することが優先となりま
す。また、所有の除外されている農地は農振農
用地へ編入させていただきます。
◦土地基盤整備・土地改良事業等（畑地帯総合整
備事業など）に係る地区内の農地については事
業が完了した翌年度から起算して 8年間は除外
できません。
◦その他詳細については産業振興課農地担当まで
お問い合わせください。
※�申出した農地が必ず除外できるとは限りません
ので、ご承知おきください。
※�既に除外されている農地の農振農用地への編入
も受付します。
◆お問い合わせ先
　産業振興課　農地担当　☎３２‐５０９２

便利になります。
路線バスの増便
塩山駅～窪平線の朝夕の便数が増え、使いやすく
なります。便利になった公共交通を是非ご利用く
ださい。
■ダイヤ改正日　　３月14日（月）
■運行バス事業者　山梨交通㈱
◆お問い合わせ先
　市民課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

■時刻表（太字が今回増便する便）

全便１２月３１日～１月３日は運休
太字：土曜・休日と８月１３日～８月１５運休

塩山駅　～窪平 窪平　→　塩山駅

9：05→ 9：20 8：35 → 8：50

11：25→ 11：40 10：20→ 10：35

13：30→ 13：45 11：50→ 12：05

14：30→ 14：45 13：55→ 14：10

17：30 → 17：45 15：25→ 15：40
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４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
中
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
を
、
３

月
中
に
世
帯
主
宛
に
配
達
証
明
付
郵
便
で
郵

送
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
と
い
う
証
明
書
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
月
29
日
時
点
で
国
民
健
康
保
険
税
に
未

納
が
あ
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
証
の
代
わ

り
に
短
期
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
証
明

書(

医
療
機
関
で
の
支
払
い
は
全
額
自
己

負
担)

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
短
期
被
保
険
者
証
と
は
・
・
・

　

�

有
効
期
限
を
１
ヶ
月
等
に
区
切
っ
た
被
保

険
者
証
で
す
。

○
資
格
証
明
書
と
は
・
・
・

　

�

被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、い
っ

た
ん
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
す
る
も
の

で
す
。
国
民
健
康
保
険
負
担
分
（
保
険
給

付
分
）
は
国
保
年
金
課
へ
請
求
す
る
こ
と

に
よ
り
、
後
日
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

※�

被
保
険
者
証
の
ケ
ー
ス
は
同
封
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
。
以
前
か
ら
お
使
い
の
ケ
ー
ス

を
ご
使
用
に
な
る
か
、
新
し
い
ケ
ー
ス
が

必
要
な
方
は
、国
保
年
金
課
、ま
た
は
勝
沼・

大
和
各
支
所
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
国
保
年
金
課 

国
保･

年
金
担
当 

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
つ
い
て

　
収
納
課　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
１
７
１
～
１
７
４
、３
７
３
）

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山
で
は
、
市
と
連
携
し

て
生
活
困
窮
者
や
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
で
仕
事
が
な
く
生
活
に
お
困
り

の
方
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
予
約

制
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
生
活
困
窮
者
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等

■
内
容　

◦
就
職
の
た
め
の
職
業
相
談
や
紹
介

◦�

求
職
活
動
の
方
法
、
履
歴
書
な
ど
の
書
き

方
、
面
接
の
受
け
方
指
導

◦�

職
業
訓
練
の
案
内
や
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山

　
☎
33
‐
８
６
０
９

平
成
28
年
度
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

回
数
乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て

　

障
害
者
の
行
動
範
囲
拡
大
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
乗
車

券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

�

市
内
在
住
の
方
で
、
自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
減
免
な
ら
び
に
、
山
梨
県
心
身
障

害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
以
外
で
、
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
ま
た
は
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方

②�

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
に
該
当
し
て

い
る
方

③�

介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に

介
護
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
の
非

課
税
世
帯
の
方

■
受
付
期
間

　
３
月
22
日（
火
）か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
場
所

　
福
祉
課　
　
障
害
福
祉
担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

■
持
ち
物

◦
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

◦
印
鑑
（
認
印
可
）

※�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印

鑑
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※�

現
在
お
持
ち
の
手
帳
に
自
動
車
税
減
免
を

受
け
て
い
た
時
の
印
が
あ
る
場
合
は
、
申

請
前
に
、
必
ず
印
の
取
消
手
続
を
済
ま
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
付
枚
数
と
有
効
期
間

　

�

４
月
30
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ
い
た
場
合

は
、
額
面
６
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
回
数
券

を
24
枚
交
付
し
ま
す
。
５
月
以
降
は
、１
ヶ

月
ご
と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま

す
。

　

�

ま
た
、
交
付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
回
数
券
は
、

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７

　
ＦＡＸ
20
‐
６
１
６
７

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
通
知
書
の

廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、

４
月
の
初
め
に
仮
徴
収
額
（
４
月
、
６
月
、

８
月
）
の
金
額
を
記
載
し
た
通
知
書
を
発
送

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
、
６
月
、
８
月

分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
２
月
分
の
金
額

と
同
額
と
な
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
通

知
書
の
発
送
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
、
12
月
お
よ
び
翌
年
２
月
分

の
保
険
料
は
、
本
徴
収
分
と
し
て
７
月
に
年

間
保
険
料
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
額
は
７
月
中
に
通
知

い
た
し
ま
す
。

※�

仮
徴
収
（
４
月
、
６
月
、
８
月
）
と
本
徴

収
（
10
月
、
12
月
、
２
月
）
の
差
が
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
６
月
、

８
月
の
保
険
料
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
保
険
料
の
平
準
化
）
仮
徴
収
額
が

変
更
に
な
る
場
合
は
、
５
月
中
に
通
知
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６



広報こうしゅう
15

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
き
ま
せ
ん
か

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
で

は
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
11
日
（
金
）　
４
月
15
日
（
金
）

　
５
月
13
日
（
金
）　
６
月
10
日
（
金
）

　
７
月
15
日
（
金
）

※
各
日　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
塩
山
事
務
所

　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
所
内
）

■
内　
容

　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
容
、
就
業

の
仕
方
な
ど
の
説
明

※
主
な
仕
事
内
容

　

�

除
草
、
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
軽
作
業
、
農

作
業
の
手
伝
い
、
家
事
手
伝
い
な
ど

■
対　
象

　

�

概
ね
58
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

公
益
社
団
法
人
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
塩
山
事
務
所

　
☎
32
‐
４
１
１
０

就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
他
産
業
か
ら
離

転
職
し
て
就
農
を
希
望
す
る
方
々
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
「
農
業
科
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
訓
練
期
間
は
９
ヶ
月
間（
４
月
～
１
月
）で
、

訓
練
コ
ー
ス
は
果
樹
ま
た
は
野
菜
に
分
か
れ
、

栽
培
・
経
営
に
関
す
る
講
義
、
ほ
場
実
習
に

よ
り
農
業
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
進
農
家
等
で
の
実
習
で
は
、
実

際
の
営
農
や
実
践
的
な
技
術
も
学
び
、
就
農・

就
業
に
必
要
と
な
る
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

（
な
お
、
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
へ
の
関
心
は
あ
る
が
栽

培
作
物
等
が
明
確
で
な
い
方
に
は
、
休
日
等

を
利
用
し
農
業
へ
の
適
性
判
断
や
栽
培
作
物

の
選
定
に
向
け
た
実
践
的
な
農
業
体
験
が
で

き
る
「
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
」
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
立
農
業
大
学
校
研
修
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
農
業
大
学
校
研
修
課

　
☎
０
５
５
１
‐
32
‐
２
２
６
９

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ

ン
タ
ー
で
は
、
果
樹
や
野
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培

な
ど
で
使
わ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
分
別
し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
受
付
日　
月
曜
日
・
木
曜
日

■
時　
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
８
４
‐
０
９
３
８

写真で甲州市を元気に！！
プロジェクト

第１部　趣（おもむき）
　― 甲州市文化協会写真部四季の写真展 ―
　�四季折々、移り行く季節の美しさを表現した写真展
を開催します。
■期　間　4月30日（土）～5月22日（日）
■共　催　甲州市文化協会写真部
■休館日　�月曜日・５月３日（火）～５月５日（木）

第２部　ほれ、笑ってみるじゃん !
　― 笑顔の甲州市写真展 ―
　�「写真で甲州市を元気に !!」をテーマに、市内各所で
撮影された笑顔写真を展示します。
■期　間　5月31日（火）～6月19日（日）
■場　所　甲州市民文化会館　１階　歴史民俗資料室
■時　間　午前９時～午後５時
■休館日　�月曜日
◆お問い合わせ先　甲州市民文化会館
　　　　　　　　　☎３２‐１４１１
※�甲州市民文化会館のイベント情報は特設サイトから
もご覧できます。（http://goo.gl/JVrQFV）

「ほれ、笑ってみるじゃん！― 笑顔の甲
州市写真展 ―」では、皆さんのとびきり
の笑顔写真を大募集します !! どなたでも
応募していただけます！応募詳細は甲州
市民文化会館までお問い合わせください。
※応募にはいくつか条件がございます。

笑顔写真大募集



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 3月
16

介
護
支
援
課
か
ら
高
齢
者
の
日
常

生
活
を
支
援
す
る
３
つ
の
サ
ー
ビ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
甲
州
市
ら
く
ら
く
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス

■
対　
象

①
～
④
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方

②�

在
宅
で
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の

理
由
に
よ
り
一
般
の
交
通
機
関
（
バ
ス
・

電
車
）
を
利
用
で
き
な
い
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④�

甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

■
事
業
内
容

　

�

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

７
３
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
24
枚
交
付
し

ま
す
。

　

�

５
月
以
降
の
場
合
は
、
１
ヶ
月
ご
と
に
２

枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

◎
甲
州
市
介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ
ス

■
対　
象

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①�

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
で
常
時

失
禁
状
態
の
寝
た
き
り
又
は
認
知
症
高
齢

者
の
方

②�

概
ね
毎
月
５
，
０
０
０
円
以
上
の
介
護
用

品
を
必
要
と
し
、
市
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
方

③�

要
介
護
４
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方
、
ま

た
は
要
介
護
３
で
介
護
用
品
代
に
よ
り
、

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
生
活
保
護
に
準
ず

る
世
帯
の
方

※�

施
設
入
所
者
も
し
く
は
長
期
入
院
中
の
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
直
近
の
月
の

領
収
書
（
介
護
用
品
を
５
，
０
０
０
円
以

上
購
入
し
た
際
の
領
収
書
）
が
必
要
で
す
。

■
事
業
内
容

　

�

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、

２
，
５
０
０
円
の
介
護
用
品
購
入
券
を
24

枚
交
付
し
ま
す
。

　

�

５
月
以
降
の
申
請
の
場
合
に
は
、
１
ヶ
月

ご
と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

■
購
入
券
を
利
用
で
き
る
介
護
用
品

　

�

紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、お
し
り
ふ
き
、

使
い
捨
て
手
袋

◎
甲
州
市
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

■
対　
象

①
～
③
す
べ
て
満
た
す
方

①�

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方

②�

在
宅
で
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の

理
由
に
よ
り
床
に
つ
い
て
い
る
る
か
、
座

位
の
保
持
に
支
障
が
あ
る
方

③
自
ら
理
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

■
事
業
内
容

　

�

一
般
的
な
散
髪
と
し
、
パ
ー
マ
等
の
髪
型

は
除
く
も
の
と
し
ま
す
。

　

�

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

３
，
０
０
０
円
の
訪
問
理
美
容
券
を
６
枚

交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
２
ヶ
月
ご

と
に
１
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

■
申
請
受
付

　

�

平
成
28
年
度
の
申
請
は
、
４
月
よ
り
介
護

支
援
課
に
て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

※�

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
に
は
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
し
く
は
地
区
担

当
保
健
師
の
意
見
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

今
年
度
各
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
で
、
来
年
度
も
利
用
対
象
と
な
る
方
は
、

介
護
支
援
課
よ
り
申
請
の
ご
案
内
を
通
知

い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
32
‐
５
６
０
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
10
回
）
の
請

求
は
お
済
み
で
す
か
？
～

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
等
の
遺

族
の
皆
さ
ま
に
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
る
た
め
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
�

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
優
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

　
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④�

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
締
切

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※�

締
切
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■�

請
求
手
続
き
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
に
つ
い
て

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
特

別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
に
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
請
求
の
際
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
の
提
示
に
よ
る
確
認
、
お

よ
び
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口

　
福
祉
課　
　
地
域
福
祉
担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県 

国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４
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保
育
士
さ
ん　
募
集
中

　

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
事
業
へ

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
保
育
士
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
職　
　
種　
保
育
士

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
就
労
場
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

次
の
２
つ
の
事
業
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す
。

①
産
前
産
後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

■
時　
　
間

　
金
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
月
１
回
程
度

■
内　
　
容

　

�

５
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
と
就
園
前
の
兄
姉
の

育
児
支
援
等

②
す
く
す
く
学
級

■
時　
　
間

　
午
後
12
時
50
分
～
午
後
４
時
30
分

　
年
間
20
回
程
度

■
内　
　
容

　
学
級
受
講
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
託
児
等

※�

日
程
・
報
酬
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

　
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
指
導
員
（
小
学
生
対
象
）

■
募
集
要
件

　

�

子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
県
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方
で
、
概
ね
50
歳
く
ら

い
ま
で
の
方

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
就
労
場
所

　
塩
山
・
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

■
勤
務
時
間

　
平
日　
正
午
～
午
後
７
時
の
う
ち
６
時
間

　
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
等

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
う
ち
８
時
間

※�

勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
有
り

■
休
日
等

　
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

※
６
ヶ
月
勤
務
経
過
後
に
有
給
制
度
有
り

■
そ
の
他

　

�

時
給
制
、
社
会
保
険
加
入
等
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

アメリカ合衆国
エイムズ市訪問団
ホストファミリー募集

友好都市アメリカ合衆国アイオワ州エイムズ市との
交流事業として、エイムズ市から中学生訪問団が甲
州市を訪れます。
甲州市国際交流委員会では、訪問団のホストファミ
リーになっていただけるご家庭を募集します。
市民の皆さんのご応募をお待ちしています。

■日　程（予定）　
　5月31日（火）～６月５日（日）
■ホームステイ対象者
　�エイムズ市中学生訪問団員　約２５名程度（随行
の大人を含む）

■内　容
○甲州市滞在中の宿泊と食事（主に朝食、夕食）
※�滞在期間は６日間を予定しています。訪問団員は、
日中は甲州市国際交流委員会のプログラムに参加
します。エイムズ市の方々との交流など、国際色
豊かな体験ができます。
■応募方法
　�３月２５日（金）までに事務局までご連絡くださ
い。
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市国際交流委員会事務局
　市民課　市民参画・協働担当　☎３２‐５５８３



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 3月
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平
成
28
年
度　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜
や
草
花
等
を
栽
培

す
る
こ
と
で
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農
園
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
農
作
業
を
通
じ
て
自
然
と
ふ
れ
合

い
、
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
使
用
料

◦
区
画
面
積 

32
㎡　
３
，
８
８
０
円
／
年
額

◦
区
画
面
積 

40
㎡　
５
，
１
８
０
円
／
年
額

■
募
集
期
間

　
３
月
１
日
（
火
）
～
３
月
22
日
（
火
）

■
貸
出
日

　
４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

■
募
集
方
法

　

�

産
業
振
興
課
で
申
請
用
紙
に
記
入
。（
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

◦
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

◦�

申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

第
14
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷

ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

現
在
開
催
し
て
い
る
「
ひ
な
飾
り
と
桃
の

花
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

■
日　
時　
３
月
27
日
（
日
）
午
後
６
時
～

■
場　
所　
甘
草
屋
敷

■
出　
演　
津
軽
三
味
線
奏
者　
福
嶋
孝
顕

　
　
　
　
　
篠
笛
奏
者　
　
　
　
山
崎
泰
之

■
参
加
費　
無
料

■
定　
員　
60
名
（
要
申
込
）

■
申
込
期
間

　
３
月
３
日(

木)

～
３
月
25
日(

金)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０

ピ
ア
ノ
試
奏
会

　

ピ
ア
ノ
の
音
色
と
ホ
ー
ル
の
臨
場
感
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ピ
ア
ノ
試
奏
会
を
行

い
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

■
日　
時

　
３
月
12
日
（
土
）　
13
日
（
日
）

　
各
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
対　
象

　

�

市
内
の
小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏
が
出

来
る
方
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定　
員　
各
日
６
名

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
☎
48
‐
２
９
２
１

甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　

来
年
度
の
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
で
講

師
を
務
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
お
よ
び
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
（
子
ど
も
・
宇
宙
・

未
来
の
会
）
の
指
導
者
に
各
実
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
指
導
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

■
内　
容

○�

「
宇
宙
の
学
校
」の
理
念
や
指
導
上
の
安
全

管
理
な
ど
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○�

各
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
方
法
や
注
意

点
を
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）
の
教
材
を
使
い
な
が
ら
実
践
形
式
で

学
ん
で
い
き
ま
す
。(

熱
気
球
・
ス
ポ
イ

ト
ロ
ケ
ッ
ト
・
風
車
の
実
験
な
ど)

■
資
格
条
件
な
ど

　

�

来
年
度
以
降
、
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

に
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
。（
申
し
込
み
の
際
に
は
、氏
名
、年
齢
、

住
所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

■
参
加
費　
無
料

■
締
切
日　
３
月
８
日(

火)

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

食育じまん発表会
学びと交流を通じ
食育の実践の輪を広げよう

市内保育所（園）・幼稚園、学校、地域、行政などの各分野で食育を推
進している方々の取り組みを「じまん（自慢）」していただく発表会を
開催します。おいしい試食を楽しみながら、甲州市の食育について知
る機会にしてみませんか。

■日　時　3月12日（土）午後１時～
■場　所　甲州市民文化会館 ２階 大会議室
■内　容　○食育に関する取り組みの発表
　　　　　　�千野保育園・大和保育所・塩山北小学校
　　　　　　・食生活改善推進員会 ほか
　　　　　○試食を通じた参加者同士の交流
　　　　　　�試食提供：食生活改善推進員会
　　　　　　　　　　　食育協力店９店舗（予定）
■対　象　食育に関心のある方どなたでも
■参加費　無料
◆お問い合わせ先
　甲州市食育推進会議事務局　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２
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４
月
24
日
開
催
！
甲
州
市
ふ
る
さ

と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
勝
頼
公
軍

団
出
演
者
・
出
店
者
募
集

　
「
武
田
家
の
聖
地
」
で
知
ら
れ
る
甲
州
市
で

は
、
武
田
一
族
の
霊
を
慰
め
る
「
甲
州
市
ふ

る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
」
を
４
月
24
日

（
日
）
に
大
和
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

し
ま
す
。

　

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
「
勝

頼
公
軍
団
出
演
者・出
店
者
」を
募
集
し
ま
す
。

【
出
演
者
募
集
】

　

�

勝
頼
公
、北
条
夫
人
、湖
衣
姫
（
由
布
姫
）、

武
者
、
女
武
者
に
扮
し
て
、
勇
壮
な
勝
頼

公
軍
団
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

�

武
田
勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
（
由

布
姫
）
各
１
名
、
武
者
30
名
、
女
武
者
20

名

※�

全
配
役
と
も
18
歳
以
上
で
健
康
な
方
と
し

ま
す
。（
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役
は
35
歳
以

下
）

■
締
切
日　
３
月
７
日
（
月
）
必
着

■
申
込
方
法

　

�

市
内
公
共
施
設
の
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役

を
希
望
の
方
は
、
写
真
（
顔
写
真
及
び
、

全
身
写
真
各
１
枚
）
を
同
封
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
審　
査

　
�

実
行
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
。
結
果
は
ご

本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

�

現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費
等
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

【
出
店
者
募
集
】

　

�

当
日
、
会
場
内
へ
地
域
の
特
産
品
、
特
産

物
を
原
料
と
し
た
加
工
品
な
ど
の
販
売
等

の
出
店
を
希
望
す
る
、
市
内
で
活
動
、
営

業
し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個
人
を
募
集
し

ま
す
。

■
締
切
日　
３
月
７
日
（
月
）
必
着

■
注
意
事
項

①�

出
店
料
５
，
０
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ン
ト
の
持
ち
込
み
も
し
く
は
移
動
販
売

車
両
で
出
店
す
る
団
体
及
び
個
人
の
出
店

料
は
２
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

②�

テ
ン
ト
（
１
張
）、机
（
２
脚
）、イ
ス
（
３

脚
）
は
用
意
し
ま
す
。（
車
両
で
出
店
す
る

団
体
お
よ
び
個
人
は
除
く
）

　

�

た
だ
し
、
燃
料
・
電
源
・
必
要
な
備
品
等

は
出
店
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

火
気
取
り
扱
い
の
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
消

火
器
を
必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③�

出
店
に
伴
う
申
請
書
は
、
市
内
公
共
施
設

に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

④�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
０
０

第
10
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

■
日　
時　
３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
塩
山
北
小
学
校
体
育
館

■
資　
格　
市
内
在
住
の
方

■
試
合
形
式

◦�

男
女
、
年
齢
、
競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
順
位

を
決
定
し
ま
す
。

◦�

公
式
球
を
使
用
し
、（
財
）
日
本
卓
球
協
会

の
進
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
し
ま
す
。

◦�

ハ
ン
デ
差
は
、
各
セ
ッ
ト
基
準
と
し
ま
す
。

◦
男
女
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

◦�
中
学
生
と
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
間
は
、

２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

◦�

一
般
（
高
校
生
以
上
）
と
県
大
会
出
場
レ

ベ
ル
者
と
の
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ

ン
デ
。

■
主　
催

　

�

甲
州
市
教
育
委
員
会
、
甲
州
市
体
育
協
会

卓
球
部
、
甲
州
市
卓
球
協
会

■
締
切
日　
３
月
４
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
体
育
協
会　
卓
球
部
（
高
野
）

　
☎
０
９
０-

５
５
０
０-

１
９
５
９

紗
耶
加
人
形
作
品
展

　

さ
わ
や
か
の
語
感
に
由
来
し
「
紗
耶
加
」

の
名
前
を
持
つ
和
紙
の
創
作
壁
掛
け
人
形
。

現
在
、
甲
州
市
を
中
心
に
活
動
す
る
紗
耶
加

人
形
家
元
・
志
村
と
み
先
生
と
お
弟
子
さ
ん

達
の
作
品
を
約
60
点
展
示
し
ま
す
。

　

表
情
や
動
き
を
和
紙
に
託
し
平
面
に
表
現

さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
で
異
色
的
な
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
８
日
（
火
）
～
４
月
17
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日　
月
曜
日
、
３
月
20
日
（
日
）

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

１
階

　
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
共　
催　
志
村
と
み 

氏

■
協　
力　
紗
耶
加
人
形
教
室

◆
お
問
合
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 3月
20

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　

�『
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
』
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

行
っ
た
気
分
で
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し

ま
す

■
日　
時　
３
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き
（
必
要
な
方
）

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　

�

ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
３
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
～
２
歳
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
７
９
０
０

児
童
セ
ン
タ
ー
特
別
イ
ベ
ン
ト

「
親
子
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
デ
ュ
オ
「Peche(

ペ

シ
ュ)

」
さ
ん
に
よ
る
親
子
で
一
緒
に
歌
や

手
あ
そ
び
も
あ
る
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日　
時　
３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
乳
幼
児
の
子
と
親

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
☎
44
‐
３
７
２
３

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
マ
ル
シ
ェ

　

赤
尾
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ゅ

う
り
っ
ぷ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ち
び
っ
こ
子
育
て

世
代
の
皆
さ
ん
と
、
地
元
商
店
と
の
縁
結
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
マ

ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
９
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
11
時

■
場　
所

　
赤
尾
保
育
園　
園
庭

　
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

■
参
加
店

　

�

ｅ
︲
ｃ
ａ
ｋ
ｅ
／
完
熟
屋
／
コ
ロ
ボ
ッ
ク

ル
／
鳳
龍
／
ま
る
や
（
順
不
同
）

■
持
ち
物

　
マ
イ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
箸
・
フ
ォ
ー
ク
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
ク

ラ
ブ　
☎
33
‐
２
０
６
８
（
古
屋
、
阿
部
）

甲
州
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会　

古
衣
料
、
古
切
手
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
に
つ
い
て

　

甲
州
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
男
女

で
環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

に
協
賛
し
、福
祉
施
設
に
寄
託
す
る「
古
衣
料
、

古
切
手
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
回
収
を
行
い

第１０回記念
甲州市市長旗争奪家庭婦人バレーボール大会
２月 11日、甲州市教育委員会・甲州市体育協会は塩山体育館で第
１０回記念甲州市市長旗争奪家庭婦人バレーボール大会を開催し
ました。田辺市長の素晴らしいサーブによる始球式の後、市内各
地域から２０チーム、約２２０人の参加による熱戦が繰り広げら
れた結果は次のとおりです。
　　 優　勝　　下於曽西
 　　準優勝　　東　　雲
 　　３　位　　藤　　木
 　　３　位　　熊　　野

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
し
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
19
日
（
土
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
入
口

※�

男
女
で
環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

■
品　
目

①
古
衣
料

＊
販
売
で
き
る
程
度
の
衣
料　

＊
夏
物
の
衣
料
（
１
０
０
cm
以
上
）

＊
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
衣
料

※
回
収
で
き
な
い
衣
料

　

�

ス
ー
ツ
、喪
服
、制
服
、ジ
ャ
ー
ジ
、ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
名
前
が
入
っ

た
服
、
使
用
済
靴
下
、
下
着

②
古
切
手

＊�

切
手
の
周
囲
を
１
cm
程
度
残
し
て
封
筒
等

か
ら
切
り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

＊
飲
み
物
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３



広報こうしゅう
21

◆申し込み・お問い合わせ先　甲州市教育委員会 文化財課 ☎３２ ‐ ５０７６ FAX ３２ ‐ ５１７２

遺跡調査現地説明会
下塩後市道２２号線建設に伴う、ケカチ遺跡、坂
之上・后畑遺跡の現地説明会を開催します。調査
結果、平安時代の集落跡が発見されました。千年
前の暮らしの様子をご覧ください。
■日　時　3月５日（土）午前１０時～
■集　合　塩山下於曽地内・発掘現場事務所付近
　　　　　（向山蘭園北側）
■参加料　無料

第６回上条集落見学会
塩山下小田原上条集落は、昨年７月に重要伝統的
建造物群保存地区に選定されました。江戸時代か
らの風景が保存されている重伝建地区をご案内し
ますので、ぜひご参加ください。
■日　時　3月27日（日）午前１０時～正午
■集　合　福蔵院駐車場 ※塩山下小田原１００５
■参加料　無料
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。
◆申込み　�２日前までに電話またはＦＡＸにて、

氏名・住所・電話番号をご連絡ください。

第 11 回ひな飾り　
　　　　　春の宴コンサート

「第１４回甲州市えんざん桃源郷　ひな飾りと桃の
花まつり」にあわせ、箏などによる和のコンサー
トを開催します。華やかなひな飾りと優雅な和の
音色が、甲州の春を彩ります。
■日　時　3月18日（金）午後６時～
■場　所　旧高野家住宅「甘草屋敷」
■出　演　
　箏　　窪田礼子　　窪田さやか
　　　　輿水清枝　　廣瀬眞弓
　　　　三枝真由美　田邊優里
　尺八　河村大介
■曲目　琉球民謡による組曲、五段砧、尾上の松、
ディズニーメドレー他
■参加料　無料
※事前申し込み不要

甲
州
市 

景
観
セ
ミ
ナ
ー
～
甲
州
市

の
色
彩
景
観
づ
く
り
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
～

　

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

建
築
物
の
色
彩
基
準
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
、
色
彩
景
観

づ
く
り
の
重
要
性
や
色
彩
基
準
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
、
甲
州
市
に
あ
っ
た
色
彩
景
観

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日　
時　
３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
受
付

■
場　
所　
勝
沼
市
民
会
館 

２
階 

会
議
室

■
講　
演　

�

甲
州
市
ら
し
い
魅
力
あ
る
色
彩

景
観
づ
く
り

■
講　
師　
加
藤 

幸
枝 

氏
（
色
彩
計
画
家
）

■
事
例
発
表

　
講
評　
大
山　

 

勲 

氏
（
山
梨
大
学
教
授
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
０
７
９

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

【
企
画
展
】
心
に
灯
る
あ
か
り
展

　
展
示
室
内
が
や
さ
し
く
暖
か
な
灯
り
で
満
た

さ
れ
ま
す
。
灯
り
の
お
も
て
な
し
と
、
癒
し
の

ひ
と
時
を
釈
迦
堂
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期　
間

　
３
月
13
日
（
日
）
ま
で

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休
館
・
火
曜
日
）

■
場　
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 

企
画
展
示
室

※
入
館
が
必
要
で
す

■
協　
力　
灯
り
工
房
庵
Ｌ
ｙ
ｓ

【
星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
優
し
い
音
を
奏
で
る
フ
ル
ー
ト
の
世
界
へ
お

誘
い
し
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
５
日
（
土
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
開
場　
午
後
６
時
30
分

■
場　
所　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ロ
ビ
ー

■
出　
演

　
岡
村　
孝
子 

氏

　
日
原　
早
樹 

氏

■
定　
員　
60
名

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
一
部
立
ち
見
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

■
参
加
費　
無
料

【
釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク
】

■
期　
間

　
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
18
日
（
月
）

※
期
間
中
は
無
休
で
す
。
４
月
８
日
（
金
）

は
花
と
邦
楽
の
し
ら
べ
（
尺
八
・
琴
・
薄
茶

席
他
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
入
館
料　
一
般
・
大
学
生　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
高
生　
　
　
　
１
０
０
円

＊
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う
＊

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た

は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と

同
伴
の
家
族
が
１
名
入
館
無
料
に
な

り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ

ブ
会
員
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し

て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

文化財課　3 月イベント情報



暮
ら
し
の
情
報

平成 28年 3月
22

無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
３
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

　

３
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※�

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す

る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

■
日　
時　
　
３
月
25
日
（
金
）

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

�

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
労
働
契
約
、
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

■
そ
の
他

○�

３
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

○�

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
３
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎 
２
階 

第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※�

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
３
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　

２
階　
研
修
室
３

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※�

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

春
のEye

愛
ひ
と
み
相
談
会　

　

お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が

い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生

な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）

※
各
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
10
‐
２
）

※
要
申
込
。
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談

と
な
り
ま
す
。

■
締
切
日　
３
月
10
日
（
木
）

■
参
加
費　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　

Eye
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当　
吉
田

　
☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会　

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
13
日
（
日
）
14
日
（
月
）

※
各
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所

　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
参
加
費　
無
料

■
対　
象　
０
歳
児
～
大
学
生

■
内　
容

◦�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み

の
相
談

◦�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ
る

お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て（
育

児
相
談
）

◦�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ
る

お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て
（
教

育
相
談
）

◦
聴
力
測
定　
◦
補
聴
器
相
談

※�

こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
へ
の
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
み

　

�

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。（
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
）

■
締
切
日

　
３
月
９
日
（
水
）
午
後
３
時
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

県
立
ろ
う
学
校　

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
22-

１
３
７
８

　
ＦＡＸ
22-

６
４
１
９
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す
こ
や
か
発
達
相
談　

　
子
育
て
で
「
子
ど
も
の
発
達
が
心
配
」「
子

ど
も
の
関
わ
り
方
で
悩
ん
で
い
る
」「
入
園
や

入
学
に
つ
い
て
不
安
」
な
ど
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

す
こ
や
か
発
達
相
談
で
は
、
保
護
者
の
子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
専
門
ス
タ
ッ

フ
（
心
理
相
談
員
、言
語
聴
覚
士
、歯
科
医
師
、

嚥
下
相
談
員
、
保
健
師
）
が
、
一
緒
に
考
え
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

■
申
込
み　
随
時

■
そ
の
他

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

※�

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
健
康
増
進
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
内
容
や
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
な

ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

※�

嚥
下
相
談
は
、
お
申
し
込
み
後
に
相
談
の

う
え
、
日
程
を
決
め
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
３　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し　

　

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し
、
様
々
な

分
野
の
講
座
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
・
対
象
者

　
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

■
入
会
費
用　
無
料

■
申
込
方
法

　

甲
州
市
教
育
委
員
会
、
公
民
館
、
図
書
館

な
ど
に
備
え
付
け
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
入
会
者
募
集
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
ま

た
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
の
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

持
参
等
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
生
涯
学
習
文
化
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
１
９

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
ttp
://w

w
w
.m
a
n
a
b
i.p
re
f.

yam
anashi.jp/cam

pusnet/index.
jsp

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

夫の自立②

有
料
広
告

和紙で作る
オリジナルの卒園証書に挑戦。
甲州市内の公立保育所の園児が、市内の事業所ＮＴＴク
ラリティの皆さんに協力をいただき、和紙で作る卒園証
書の「手すき」に挑戦しました。

東雲保育所

松里保育所
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
３
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
３
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
、

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

(

予
約
制)

　

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原　
テ
ル 

氏　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤　
養
蔵 

氏　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村　
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村　
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江 

氏　
☎
32
‐
３
１
２
０

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
、
ま
た
来
所
で
き
な
い

　
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
３
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
申
込
み　
３
月
９
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会　

■
日　
時　
３
月
10
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　

２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
内　
容

　

�

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
介
護
者
同
士
の
交

流
会　
　
　
　
　

■
対　
象

　

�

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

■
締
切
日　
３
月
７
日
（
月
）

※�

参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

甲州市民文化会館 歴史民俗資料室
「戦争の記憶を語り継ぐために」
２月１６日から２８日の期間、甲州市民文化会館で、戦争
に関わる資料の企画展を開催しました。
訪れた皆さんは、わだつみ平和文庫資料や市内から集めた
数多く資料を見学しながら、戦争の悲惨さや平和の尊さに
を感じていました。
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～
み
ん
な
で
学
ぼ
う
～

成
年
後
見
制
度
学
習
会　

　
『
成
年
後
見
制
度
』
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
実
際
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
費
用
は
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
な
ど
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
『
高
齢
者
に
お
け
る
成
年

後
見
』『
障
が
い
者
に
お
け
る
成
年
後
見
』
に

つ
い
て
、
事
例
か
ら
学
習
会
を
し
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

　
３
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所

　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

■
講　
師

　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨

　
名
取
建
治
さ
ん
（
司
法
書
士
）

■
内　
容

①
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

②
成
年
後
見
事
例
検
討

③
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換

■
成
年
後
見
相
談
会
（
午
後
４
時
～
５
時
）�

学
習
会
終
了
後
、
個
別
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
習
会
申
込
み
の

連
絡
と
一
緒
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

直
接
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
名
前
②
住
所

③
連
絡
先
を
記
入
い
た
だ
き
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
３
月
16
日
（
水
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２　
ＦＡＸ
44
‐
３
０
３
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た

開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
15
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎 

地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
※
開
設
日
の
み

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

脳
の
健
康
度
の
検
査　

　
こ
の
検
査
は
、
手
先
の
運
動
機
能
や
記
憶・

言
語
・
思
考
な
ど
の
は
た
ら
き
か
ら
認
知
機

能
を
み
る
、
45
分
間
の
検
査
で
す
。

　

検
査
結
果
を
活
か
し
、
脳
を
活
性
化
し
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

※
認
知
症
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
日
時
・
内
容

　
３
月
10
日
（
木
）

　
認
知
症
予
防
の
講
演
及
び
検
査

　
３
月
17
日
（
木
）

　
検
査
結
果
の
説
明

※
各
日　
午
後
１
時
15
分
～
（
受
付
）

※
終
了　
午
後
３
時
15
分　

 （
予
定
）

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
参
加
費　
無
料

■
対
象
者　
　

�

65
歳
以
上
の
方
で
、
２
日
間

と
も
参
加
で
き
る
方

■
持
ち
物

　
筆
記
用
具
（
鉛
筆
）、
眼
鏡
（
必
要
な
方
）

■
定　
員　
50
名
（
先
着
順
・
要
予
約
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

「忘れっぽくて困ったなぁ」と思ったら、
お気軽に「もの忘れ相談」へ！
加齢によるもの忘れか、認知症による症
状なのかを日常生活の中で判断するのは
難しいことです。そこで、「あれ、今ま
でと違うな？」と思ったら専門医に相談
してみませんか。
認知症と診断されるのは怖いとなかなか
相談できず、やっと相談に来所したところ「年相応のもの忘
れですよ」と専門医よりアドバイスをもらい、安心して帰ら
れた方もいます。身近なご家族が「あれ？」と思うことから
相談にこられる方もいらっしゃいます。
予防のための事業の紹介もできます。お気軽にご相談くださ
い。認知症は誰でもかかる可能性がある脳の病気です。気に
なることがあったら早めに、もの忘れ相談を活用ください！

■日　時　3月18日（金）午後３時～
※�この相談は、無料・完全予約制です。３月 16日（水）ま
でにお申し込みください。毎月第３金曜日にもの忘れ相談
を行っています。

■場　所　市役所本庁舎 １階 市民会議室Ｂ
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター　（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

塩山駅南口
市民ギャラリー

3月7日（月）～4月4日（月）

塩山文化協会の華道部によ
る作品を展示いたします。
※展示内容・期間は、変更
になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆
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運転免許証の記載事項の
変更は速やかに！

卒業、就職、入学や転勤等で、本籍や住所等が変わ
る方もおられるかと思います。
運転免許証の内容は、市町村役場
への届け出だけでは変わりません。
必ず、運転免許証の記載事項の変
更を申請してください。

●住所だけが変わる場合は、「住民票・健
康保険証・公共機関等が発行した郵便物
等で新しい住所が分かる物」のいずれか
を提示して申請します。
●本籍や氏名が変わる場合は、「本籍が記
載されている住民票抄本」を提出して申
請します。（この場合、住民票抄本はお返
しできません。）
●住所変更の手続きを忘れてしまうと、
免許更新の連絡が届かなくなる場合があ
ります。確実に申請してください。

◆日下部警察署　交通課◆
◆連絡先　０５５３－２２－０１１０◆

春山シーズン到来
安全で楽しい登山を
するために・・・

登山をする方は事前の準備や登山中の事
故防止に十分注意を払うことが必要です。

★経験や体力に応じて
山を選び、無理のな
い日程を！

★単独登山は避け、無
理だと思った時には

「引き返す勇気」を！

◎万が一の捜索や救助活動に備え、入山の
１０日位前を目途に管轄警察署に「登山計
画書」を提出、「コンパス」の活用を！

P

日下部警察署　地域課
Tel. ０５５３－２２－０１１０

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　3月17日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

市の人口 ※平成 28年 2月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,258人	 （－ 43人）
	 男	 16,084人	 （－ 24人）
	 女	 17,174人	 （－ 19人）
	 世帯	 13,225世帯	（－ 20世帯）

温かな善意ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
　千野保育園保護者会
◎甲州市社会福祉協議会へ
　シルクロードバンド・ビクトリーズ
　塩野正実さん（等々力）

コンパス登録
詳細情報はこちら！

入力簡単！
素早く登録！

家族・友人・
グループで
山岳情報共有！
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《2 月 14 日　勝沼図書館
　　　「山梨の若手醸造家集団アサンブラージュ講演会」》
当日は７４名の参加者に「お話」と「味」を楽しんでいただ
きました♪

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆図書館友の会より図書献本のお願い
　図書館友の会では、ブックリサイクル活動の
売り上げで絵本を購入し、市内の保育所等に寄
付する活動を続けています。４月のブックフ
リーマーケットに向けて、市民の皆様からの図
書の献本をお待ちしています。

【募集している図書】
　児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・
一般実用書等（２０１１年版以降のもの）

【持ち込み先】
　事前に電話連絡のうえ、塩山図書館までお持
ちください。
◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
♪日時　４月２３日（土）
　　　　午前１０時〜午後４時
♪会場　甲州市民文化会館　ロビー

◆塩山図書館及び子ども図書館
　蔵書点検による休館のお知らせ
　下記の期間中、蔵書点検作業のため休館とさ
せていただきます。
＊塩山図書館　３月１日（火）～１１日（金）
＊子ども図書館３月１日（火）～８日（火）

◆勝沼人形劇団「ぶどうの実」公演
♪日時　３月２７日（日）　午後２時〜　
♪会場　勝沼図書館
　楽しくて、なんだか元気がわいてくる！そん
なぶどうの実さんの、図書館だけのスペシャル
公演です！

◆マジックポッケ春のお話会
♪日時　３月６日（日）午前１０時３０分〜
♪会場　大和ふるさと会館　研修室２
　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」
のみなさんによる、幼児から小学校低学年の皆
さんに贈る春の楽しいおはなし会です♪

２月のイベントスナップ

◆甘草屋敷子ども図書館第４７回企画展・
　２０１６東日本大震災復興支援イベント

『はなちゃんの はやあるきはやあるき』絵本原画展
甘草屋敷子ども図書館にて３月２７日（日）まで

★第８回チャンプ本★
『名人伝』
（「山月記」より）
中島敦 /著

《2 月 20 日　ビブリオバトル IN 塩山⑧》
（参加者の感想より）
★気になっていた本が紹介されてますます読み
　たくなりました。
★自分の住んでいる塩山でこのようなイベント
　が行われていることを知りとても嬉しかった。

《2 月 21 日　甘草屋敷子ども図書館
　　　「東日本大震災を忘れない」講演会》
実際に震災を経験した方の言葉で語られる「日頃

の避難訓練

と震災を伝えていく事の大切さ」は大変重みがあり
ました。



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

有
料
広
告

三
さい

枝
ぐさ

 紬
つむ

希
ぎ

ちゃん（５ヶ月）

みんなを笑顔にしちゃうつむちゃ
んってすごいね！つむは Perfect 
Human ♪ また歌ってね☆

父・大紀さん、母・絵理さん
（初鹿野）

最近とてもおしゃべりが上手になっ
たね。いつも笑顔と元気をありがと
う。優奈はパパとママの宝物だよ！

父・修さん、母・はづきさん
（下於曽）

広
ひろ

瀬
せ

 寿
こと

乃
の

ちゃん（２歳） 窪
くぼ

川
かわ

 優
ゆう

奈
な

ちゃん（２歳）

わが家のスター

いつもママを笑顔にしてくれてありがと
う♡最近はお喋りもマネして上手になっ
てきて、小さいママみたいだね（笑）こ
れからもママはコトノが大ー好きよっ♡

母・麻衣さん（熊野）
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メ
ー
ル
ア
ド
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ス
／info@

city.koshu.yam
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。


